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※※※※※※※　　　緑地だより　　　※※※※※※※

【3月の予定】

◆3月8日 （ 土 ） （ 雨天翌日 ）

・花広場整備

◆3月22日 （ 土 ） （ 雨天翌日 ）

・花広場整備

＊ 9:00 現地集合 （ 9：00～ 11：30）

◆3月1日 （ 土 ） （10：00～12：00）

・ヤママユ連・手作りカフェー

平和台集会所

問合せ ： 伊藤 （735-8623）

どなたでも参加自由です。

作業には汚れても良い服装でおいでください。

2月8日 晴 参加者8名

今日の作業は、中央広場からお花畑広場に上が

る階段の、手すり（竹製）に取り付けたシュロ縄

の交換です。また、平和台の公園に至る坂道の途

中にある竹製の柵が古くなったので、これも交換

をしました。

その他、お花畑広場の整備をしました。

いつものようにストレッチをして、差し入れの

お菓子などでお茶にして散会しました。

（設楽）

2月22日 晴 参加者 9名

雨水（うすい）も過ぎたのに、このところは真

冬の寒さが続く。緑地の中央広場は風が入らない

のでそれほど寒くない。伐採したコナラの木にシ

イタケ駒を植え付ける作業をする。次々とドリル

で穴を開け、そこにシイタケ駒を木槌で打ち込む。

ドリルで穴を開けるのはなかなか力がいる様子。

特に切り口は固いので大変そう。

竹で足を組み木をのせてそこにホダギを寄りか

からせ、上からネットで覆う。バケツで運んだ水

をたっぷりかける。当分雨が降る予報がないので

しばらくは水をかけに通わなくてはならないよう

だ。500個ほどの駒を打ち込んだが果たしてどれ

ほどの椎茸がでてくるだろうか、楽しみ。かつて

はこのようにしてシイタケ栽培のホダギ、薪や炭

として利用するためにある程度育った木を伐って

いたが、今はそのままにしているので先年被害が

多かったナラ枯れ病など、森林が荒れる状況に

なっている。少しだが緑地で伐採した木を利用で

きたのはうれしい。

その後は満開になった南斜面の白梅を見に行っ

て、良い香をいっぱい吸い込んだ。 （宇野）

【緑地に実る】ノシラン（熨斗蘭）

クサギカズラ科ジャ

ノヒゲ属の常緑多年草

です。蘭とついていま

すが、ラン科ではあり

ません。開花は夏で、

細長く伸びた花茎の先

に小さな白い花を穂状

に下向きに咲かせます。

花後にできる緑色の果

実は、冬にはコバルト

ブルーになります。

（長谷部）

平和台第一公園側の

入口にも、すてきな

看板が立ちました。

ウメ、ほころぶ



看板が立ちました。

1月が休会だったので今年初めての集まりで

した。

例年2月は3月のお雛祭りに向けてお雛様を

作ることが多く、今年も千代紙と色紙を使っ

て”うさぎ顔”のお雛様をつくりました。一

見簡単そうに見うけられたのですが、取りか

かってみるとなかなかどうして・・・細かい

手作業なので、思いのほか手間取りました。

はじめにうさぎ形の頭を作り、それに合わ

せて着物を着せかけていきます。まず首の所

の重ね衿を折り紙から選びます。ほんの少し

見えるだけなのですが、何色と何色を重ねる

か、色彩感覚が問われます。そして打掛けを、

衿との取り合わせを考えながら柄と色とを選

びます。これもセンスを問われる作業でした。

最後に、うさぎの顔に目と口とを描き入れ

てできあがりです。人それぞれに目の位置、

大きさも異なり、個性豊かな可愛らしいうさ

ぎ雛ができました。

【やままゆ連・手作りカフェー】

千代紙で作るうさぎ雛

2月1日（土） 10：00～12：00 平和台集会所

女性にとってお雛祭りはいくつになっても

心華やぐものです。今年はかわいいウサギ雛

ができたので、ほっこり暖かなお雛祭りが迎

えられそうです。

カフェメニュー：お抹茶、プリン

（斎藤泰子）

「あ、カイツブリ！」

「え、どこ？どこ？」カイ

ツブリって、いたと思うと

潜って見えなくなってしま

います。

この本のカイツブリもそ

う。「1、2、3・・」なかな

か出てきません。それに、

さっき潜ったところからずっと離れたところ

に現れたりして。まるで忍者のようですね。

いつ出てくるかな～、どこに出てくるかな

～。子どもだけでなく、大人もワクワクしな

がら見守ってしまいます。長～い間潜ってい

たと思ったら、思いもかけないところから、大

きな魚を銜えて飛び出してきましたよ。小さな

体で、魚をひとのみ、すごい！

どこの池にもいる、身近な鳥ですが、最近広

袴の調整池では見かけないようです。また戻っ

てきて欲しいですね 孫と一緒にこの本を片手

に、いくつ数えるまで潜っているか、あてっこ

をしてみたいな。

（小川）

※井の頭動物園ではカイツブリの水槽で、水中

を泳いでいる姿を見られます。水面に出ている

時とは全く違うカイツブリの一面を知ることが

できますよ。

【緑地を楽しむ本】

『かいつぶり もぐった！』

月刊ちいさなかがくのとも 2025年3月号

神戸宇孝 さく

福音館書店

折り雛とうさぎ雛



に下向きに咲かせます。


